
  

 

 

 

 

 

インドネシア赤十字社にソーラーWiFiステーション寄贈 

㈱中山鉄工所（佐賀県武雄市）“災害対応への活用を願って” 

世界で発生する自然災害の被害はどの地域で一番大きいか、ご存知ですか？実は、アジア地

域がその件数や死亡者数、経済的損失額が最も多く、国連や政府機関をはじめ市民組織など

が様々な方法で、その被害の軽減に向けた取り組みを進めているところです。 

日本赤十字社（以下、「日赤」）は、災害時の救援活動はもとよりコミュニティの住民を主体

とした防災事業をこれまで多くの国で実施しており、現在は、インドネシア、ネパール、ル

ワンダなどで現地の赤十字社の活動を支援しています。 

インドネシア赤十字社は、日赤とともに 2012年から「コミュニティ防災事業」に取り組ん

でおります。住民が主体的に身の回りのリスクを洗い出し、解決のための計画づくりに取り

組み、災害に対応できる知識と能力を身に着ける一連の活動を通して、災害に強い地域づく

りの促進に取り組むことを目的としています。 

 

■ “次の災害への備えの大切さ”共通のおもい 

日赤の取り組みにご賛同いただき、佐賀県に本社

をおく㈱中山鉄工所様（以下、「中山鉄工所」）より、

災害時に活用が出来る自社製品をインドネシアの

人々への支援として寄贈いただけるとのお話をいた

だいたのは、昨年１月頃のこと。そこから輸送や通

関などの作業を経て、インドネシア赤十字社の倉庫

に到着し、組立、動作確認、技能研修などが終わっ

たのは寄贈手続きを始めてから 1 年を経た今年２月

のことでした。支援を届けたいという多くの関係者

の気持ちが実り、2月 20日、インドネシア赤十字社

への寄贈式が行われました。 

 

今回ご寄贈いただいたのは、災害時でも太

陽光発電によるバッテリーへの充電や内臓パ

ソコンから外部とのスカイプ通信が可能で、

周囲一帯の被災者にインターネット環境が提

供できるソーラーWiFiステーション。日赤を

通じて寄贈先のインドネシア赤十字社に届け

られました。寄贈式典には、現地入りした中

山鉄工所営業部次長の渡邊美信様と同社技能

研修生のラディティヤ様のほかインドネシア
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インドネシア赤十字社職員は中山鉄工所技能研修生の
ラディティヤさん（左）の技術指導に熱心に耳を傾け
た©PMI 
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～今回のニュースはいかがでしたか？ご意見・ご感想をお待ちしております～ 

         良かった・もっと知りたいテーマや記事、改善してほしい点など下記アドレスにお寄せください。 

         ご意見・ご感想をいただいた方の中から抽選で毎月１名様に赤十字グッズを差し上げます。 

         いただいたご意見・ご感想は今後本ニュース内でご紹介させていただく場合があります。 
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本社職員などが出席し、早速現地での調整が完

了したソーラーWiFi ステーションを使ってスカ

イプを接続。中山鉄工所の中山弘志社長とイン

ドネシア赤十字社スディルマン事務総長との面

会が実現しました。中山社長の言葉です。「私ど

もが本社を置く佐賀県武雄市も昨年８月に豪雨

洪水の被害に見舞われ、わが社も被災しました。

災害はいつなんどき起きるかわからず、それゆ

えに備えの大切さをあらためて実感していま

す。今回の寄贈は、一昨年にロンボク地震、スラ

ウェシ地震、スンダ海峡津波など、大規模な災害

に見舞われている災害多発国のインドネシアの

ために、わが社の製品を使って貢献できないか

と画策したことから始まり、今回ようやく実現に至りました。」 
 

これを受けて、インドネシア赤十字社のスディルマン事務総長は、「インドネシア赤十字社

を代表し、貴社のご協力に心より感謝いたします。今回の寄贈プロジェクトはわが社の災害

即応能力を強化し、より多くの被災者に必要な支援を届ける上で非常に役立ちます。また、

資機材にかかる技能訓練を受けさせていただいたおかげで、職員の能力強化にも資すると考

えております。」と感謝を伝えました。 
 

■ 現地の災害時対応に役立てるための工夫 

こうした資機材の寄贈では現地寄贈先との調整や配慮を怠ると、人員の不足、理解不足、

維持管理上の問題等が原因となり、資機材を必要な時に活用できないことがあります。 

しかし、今回の寄贈品を災害時に実際

に役立てるための工夫について、中山鉄

工所営業部次長の渡邊美信様が説明して

くれました。「現地での不具合や保守メン

テナンスにも対応できるよう、現地の部

品事情に精通した弊社技能研修生でイン

ドネシア人のラディティヤ様とともに調

整を進めてきました。今後の維持管理に

ついても、弊社が提携するバンドン工科

大学の研究ラボに在籍するスタッフを困

ったときには頼ってほしいと思っていま

す。」 

同行した日赤の青木職員はこのように振り返ります。「人道支援には画期的なアイデアや

様々な方法がたくさんあっても良いと思っているが、受け入れ先に喜ばれる支援とは結局の

ところ、そこに携わる人々の熱意や仕事への取り組み姿勢が大切です。今回の支援は関係者

の皆様の情熱やサポートがあったからこそ素晴らしい取り組みになりました。」 

日本赤十字社では、企業様また個人の皆様より様々な形でのご支援をいただいております。

まずはウェブサイトをご参照いただき、ご希望の向きにはお気軽にお問い合わせください。 

中山鉄工所の協力に感謝の意を述べるインドネシア
赤十字社理事（右）と事務総長（左）©PMI 

最後まで現地での維持管理や機材の調整等についてアドバイ
スをくれた中山鉄工所営業部次長の渡邊美信さん（左から 4
人目）©PMI 
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